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Has the World Cup Tournament put a fum hold on the popularity of soccer? 
TSUNEKI Teruo 
Abstracts 
The World Cup Soccer Tournament partnered by Korea and Japan in June 2002, was taken up over and 
over by the media and was one of the largest media events in recent Japru1ese society. According to the "agenda 
setting function hypothesis", the World Cup brought recognition to the nation that it was an important event 
for Japanese society. As a result, the program rating for the World cup was very high, and interest towards 
soccer rose after this event. This research investigated whether this prosperous soccer popularity has 
maintained or was just a brief phenomenon, using program ratings of the Japanese representative's games, 
number of visitors to J league games, and questionnaire survey results as evidence. From these data, I 
conclude that the World cup brought high interest to the game of soccer and that its popularity has been 
established. 
Key words: the World Cup, media events, J league, popularity of soccer 
抄録
2002.6日輯Wカップ・サッカーはほとんどありとあらゆる日本のメデイアに繰り返し取り上げられ、最
近の日本社会を代表する一大メデイア・イベントであった。議題設定機能仮説に従うと、 Wカップは日本
社会にとって重要な出来事であるという認知を国民にもたらしたことになる。その結果、 Wカップの視聴
率は非常に高くなり、サッカーに対する関心はこのイペントを機に盛り上がったようである。本研究はこ
のように隆盛したサッカ一人気がその後も持続しているのかそれとも一時的なものとして元の状態に戻っ
てしまうのかを、日本代表チーム試合の視聴率、 Jリーグ入場者数、アンケート調査結果などから実証的
に論じたものである。今回取り上げたデータが示すところによれば、 Wカップがサッカーに対する関心を
押し上げ、そのままその関心が定着していることが示唆されている。
キーワード :wカップ・サッカー、メデイア・イベント、 Jリーグ、サッカー関心
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,. はじめに
スポーツとメデイアは当初から切っても切れない関係にある。日本最初の近代的新聞は
1864年に創刊され、 1870年には日刊新聞が発刊されているが、それらの新聞には乗馬、競
馬、相撲、水泳、剣術、ボート、ビリヤード、自転車、体操などの記事が掲載されている
（ほうがく淳郎， 2002)。日本でラジオ放送が開始されたのは1925年で、翌々年の1927年に
は野球大会が放送されている。また新聞社や放送局がスポーツ・イベントを自ら主催ある
いは後援して、記事や番組に積極的に取り上げることも早くから行なわれている。このよ
うにメデイアが社会に登場した当初からマスメデイアはスポーツを積極的に取り上げてき
た。マスメデイアが経営的な基盤を拡大し安定させるために娯楽的なものを多く取り上げ
てきたが、スポーツ記事・番組はそのための格好の素材であったのである。近年ではスポ
ーツ団体、競技団体が積極的にマスメデイアに働きかけることも当たり前になってきてい
る。競技種目の普及を目指したり、大会運営資金の獲得を図ったりするためである。この
ようにメデイアとスポーツは切っても切れない関係になっている。この点についてボイル
＆ヘインズ (Boyle&Haynes,2000) は「スポーツはその歴史の中でもっとも明確に商業
とビジネスの領域に引きずり込まれている。スポーツとメデイアは一体となって、今や娯
楽産業あるいは文化産業と称されているものの構成物となっている」とスポーツとメデイ
アの関係について述べている。
それではスポーツと観戦者の関係についてはどうであろうか。ケルナー (Kellner,
2003)は「今日スポーツは消費社会の重要な部分となっており、個人はそれによって競争
的で成功主義的な社会の価値観や行動を学習する。とりわけスポーツ界のヒーローは消費
社会でもっとも多く収入を得て富を積み、その結果、夢のような豊かな生活への熱望を体
現した者として賞賛される。スポーツファンはスボーツ・スペクタクルの消費技法を学び、
応援者となってスポーツの美徳と達成の祝福の中に自分自身をおくのである」と説明して
いる。言ってみれば、観戦者はプレイヤーに投影して代理経験しているのであるが、そこ
まで行かなくとも、スポーツを見て楽しみを感じているのは言うまでもないことである。
さて、ここではWカップを取り上げるのであるが、 2002年 6月の日韓Wカップの前およ
び期間中には、テレビ、新聞などのマスメデイアは言うに及ばず、普段はスポーツと無縁
のメデイアまでがこれを何度も取り上げ、日本に空前のWカップ・プームをもたらした。
その結果、競技場で試合を観ようとして入場券をめぐる熾烈な争奪戦が引き起こされ、テ
レビでは日本xロシア戦が歴代高視聴率番組の第 3位を、決勝のドイツ Xプラジル戦が同
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4位を占めるほどであった。各メデイアはWカップの歴史、それぞれの代表チームの特徴・
注目選手• 練習風景などの様子、勝敗予想、試合結果・分析などからファンの期待、各開
催地の準備状況、キャンプ地での歓迎振り・地元民との交流、競技場の後利用、果てはス
ター選手を芸能タレントと同様に扱って髪型・ファッションなどを取り上げるに至るまで、
Wカップ現象のさまざまな側面を取り上げていた。まさしく Wカップはダヤーン＆カッツ
(Dayan&Katz, 1992)の言う「メデイア・イベント」の典型であった。これだけメデイア
がWカップを取り上げれば、 Wカップに対するわれわれの認識さらには行動にも影響が及
んでくるのは当然である。マコームス＆ショウ (McComs&Shaw, 1972) は議題設定機能
仮説を提唱し、「マスメデイアである争点やトピックスが強調されればされるほど、その
争点やトピックスに対する人々の重要性の認知も高まる」と述べている。つまりこれだけ
メデイアがWカップを取り上げて報道すれば、われわれもWカップが社会にとって重要な
出来事なのだと認知することになるのである。その結果Wカップ期間中は日本がサッカー
一色に染まったと言っても過言ではないほど多くの日本人がWカップに興味を示すに至っ
た。
さて、 Wカップによるサッカ一人気は単なる一過性のお祭り騒ぎのもので、サッカーに
対する関心はWカップ後従来のレベルまで下がってしまったのか、それともWカップによ
って盛り上がったサッカーに対する興味はそのまま定着したのであろうか。本稿はこのこ
とを Jリーグ観客数＼視聴率21、アンケート調査結果3Iなどのデータを使って実証的に
検証して行きたい。
このため、まずはWカップがどれほど関心を集めたのかを主として視聴率データから検
討する。次にWカップ以後に行なわれた日本代表チームの国際親善試合、 Jリーグの試合
に対する関心の程度を視聴率データ、観客数データ、アンケート調査データから比較検討
して、 Wカップで急上昇したサッカ一人気が定着したかどうかを論じて行く。
注 1) Jリーグ観客数はJ.LEAGUEYEARBOOK 2003 Jリーグ公式記録集に掲載されているものを使用した。
注 2)視聴率はピデオリサーチ社のホームページ (http://www.vodeor.co.jp)から取得した関東地区視聴率データを
用いた。
注3)筆者は「Wカップに対する意識」をテーマに研究を続けており、 2000年 7月より2003年 7月まで合計 8回に渡
り、一連のアンケート調査を実施している。今回の論文で用いた調査データは、そのうち2000年12月（第 2回）、
2002年 5月（第 5回）、 2002年 7月（第 6回）、 2003年 1月（第 7回）に実施した結果の一部を使用している。こ
れらの調査対象者は関西大学社会学部の学生（主として 1年生）で、サンプル数は順番に178、343、402、153と
少数である。
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2. Wカップヘの関心の高まり
Wカップの試合のなかで、日本で生中継された試合は合計40にのぽる。図 1にWカップ
の視聴率上位10位と最下位から 2位までを示す。最も視聴率が高かったのはグループリー
グの日本xロシア戦で66.1%、次いで決勝のドイツ Xブラジル戦が65.6%であった。これ
らは視聴率調査が開始された1962年12月からの歴代高視聴率番組の第3位と第 4位を占め
るほどであった。ちなみに第 1位は1963年の第14回NHK紅白歌合戦で81.4%、第 2位は
1964年の東京オリンピック女子バレー日本xソ連戦の66.8%であった。また歴代高視聴率
番組の50位までに1990年以降ランクインしているスポーツ番組は、 1998年と2002年のWカ
ップ番組を除くと、僅かに二つしかない。生中継40試合の平均視聴率（地上波放送の関東
地区データ）は30.7%にもなっている。平日の16時からの生中継が行なわれたものが4試
合あるのにも関わらず、このような高視聴率を獲得したのである。
日本xロシア
2 ドイツ Xブラジル
3 日本xペルギー
4 日本Xトルコ
5 ドイツ X韓国
6 ブラジルXトルコ
7 チュニジア X日本
8 イングランドXアルゼンチン
， フランス Xセネガル
10 韓国 Xイタリア
39 ナイジェリア Xイングランド
40 メキシコ Xエクアドル
視聴率
゜
10 20 30 40 50 60 70 
図 1 Wカップ視聴率上位10と最下位から 2位
図 1に示されている通り、日本の試合のみならず外国チーム同士の試合も、特に決勝や
準決勝といった重要な試合には、驚異的な高視聴率を記録している。このような視聴率デ
ータから見ると、 Wカップ期間中はサッカーに対する関心が非常に高まっていたことがわ
かる。
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この関心の高まりが視聴率以外のデータでも裏付けられるかどうか、参考のために関西
地域の大学生を対象にしたアンケート調査の結果を検討してみよう。図 2に主要な試合の
テレビ観戦率（生中継とビデオ録画の合計）を示す。回答者がスポーツに関心の高い層で
ある若者ということもあってか、視聴率データを凌駕するすさまじいまでの観戦率になっ
ていることがわかる。視聴率調査で最も高視聴率であった日本xロシア戦では実に81.2%
の者がテレビで観戦していた。ベルギー戦を除いて、日本チームの試合を約 8割の者が観
戦し、決勝戦も 7割を超えていた。
ドイツ Xブラジル
トルコ x韓国
ドイツ X韓国
ブラジル Xトルコ
ブラジル Xイングランド
ドイツ Xアメリカ
韓国 Xスペイン
トルコ Xセネガル
日本Xトルコ
チュニジア X 日本
日本xロシア
日本 Xベルギー
視聴率 10 20 30 40 50 60 70 80 90 
図2 主要試合のテレビ観戦率
このように限られた調査対象者のデータであるが、 Wカップが途方もない関心を集めて
いたことが理解できよう。
3. Wカップ以後のサッカーヘの関心
それではWカップでこれほどまでに盛り上がったサッカーヘの関心がその後持続したの
であろうか。この点をいくつかのデータから検討して行く。
(1) 国際親善試合の視聴率
図3にWカップ以後に行なわれた日本代表の国際親善試合の視聴率（関東地区）を示す。
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2003年4月の韓国戦以外は日本で開催された試合である。ここにコンフェデレーションズ・
カップのデータは記載していないのは、日本で放映された時間が深夜というか明け方であ
ったからである。
30 
25 
20 
15 
10 
図3 Wカップ以後に行なわれた H本代表の試合の視聴率
行なわれた 7試合の視聴率は13.6%から26.7%で、平均視聴率は19.6%である。それぞ
れの試合が行なわれた週のスポーツ番組の視聴率を見てみると、ジャマイカ戦、 1回目ア
ルゼンチン戦がそれぞれ視聴率第 1位、このなかで最も視聴率の低いウルグアイ戦がプロ
野球開幕戦の巨人x中日 3連戦、 K-12に次いでの視聴率、 1回目韓国戦がプロ野球中日
x巨人、巨人x広島に次いでの視聴率、 2回目緯国戦が巨人x阪神 2連戦の次の視聴率、
2回目アルゼンチン戦、パラグアイ戦がそれぞれ第 1位となっている。このようなことか
らすると、日本代表の国際親善の視聴率は相当高かったと解釈できよう。
(2) Jリーグの入場者数
日本代表の国際試合での視聴率は高く、このレベルではWカップヘの関心が持続してい
たようであるが、国内の Jリーグにはこれが反映されたのであろうか。特に試合に足を運
んだ人数が増えたのであろうか。図 4にJ1の、図 5にJ2の平均入場者数（一試合当た
り）を示す。ここで J2まで取り上げたのは、 Wカップ開催地に J2チームのホームスタ
ジアムがかなりあったからである。
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図4 J 1平均入場者数（一試合四たり）
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図5 J 2平均人場者数（一試合当たり）
まずJ1の入場者数を検討しよう。人気チームがホームで戦ったのかアウェイだったの
かによって、図 4に明らかなようにそれぞれの節によってかなり平均入場者数は異なって
いる。 Wカップによる中断前後、セカンド・ステージの入場者数を比べてみよう。 Wカッ
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プによる中断前のファースト・ステージ第 7節までの平均入場者数は 1節当たり 7675人、
中断後の第 8節以降は9048人で、約18%の増加となっている。この入場者数の増加が単純
にWカップによるものと簡単に決め付けることはできないものの、その可能性は決して少
ないわけでもない。
次に J2の入場者数を見てみよう。図 5はJ1に合わせて、三つの時期に分けて平均入
場者数を示している。中断前の15節までの平均入場者数は 1節当たり 2868人、中断後を見
ると、 J1ファースト・ステージ終了に合わせた第23節までが3889人、 24節以降終了時の
第44節までが3639人となっている。中断前に比べると第23節までが実に36%の増加、 44節
までで27%の増加を示している。もちろんこの入場者数の増加が単純にWカップによるも
のかどうかはわからないが、その可能性は少なからぬものであると推察できよう。
(3)学生対象の調査データの結果
関囲地区の学生を対象に行なった前述のデータからWカップによるサッカ一人気が持続
しているのかどうか検討してみよう。
田野球 I 戸
2000年12月 2002年5月 2002年7月 2003年1月
図6 サッカーと野球に対する関心度
図6はサッカーと野球に関する関心度を 7段階で調べたものである。サッカーに対する
関心はWカップ2年半年前の2002年12月時点では「どちらともいえない」をやや上回る程
度で野球への関心よりも少々低くなっている。ところがWカップ直前の2002年 5月では「や
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や関心がある」に近くなっており、野球への関心を上回るようになっている。さらにWカ
ップ直後の2002年 7月には「やや関心がある」を越えるに至り、野球への関心を 1ポイン
ト以上 (7段階評定）上回っている。 Wカップからほぽ半年経過した2003年 1月時点でも、
サッカーヘの関心は野球よりも高く、開始直前と同じようなレベルを保っている。 Wカッ
プの影響がないとしたら一体何によるのであろうか。
次に2002年 5月と2003年 1月の時点で、外国プロリーグの試合と日本代表の国際親善試
合をテレビで見た人数の変化を見てみよう。図 7にそれらのテレビ観戦率を示す。
50 
45 
40 
35 
30 
25 
20 
15 
10 
外国の試合 国際親善試合
図7 外国プロリーグの試合と日本代表の国際親善試合に関するテレビ観戦率
外国のプロリーグの数値は「よく見る」「時々見る」者のパーセンテイジ、国際親善試
合の数値は2002年 5月のものが3月27日のポーランド戦、 5月14日のノルウェー戦、 5月
25日のスエーデン戦を生中継・ビデオ録画で見た者の比率を平均したもので、 2003年 1月
は10月16日のジャマイカ戦、 11月20日のアルゼンチン戦を生中継・ビデオ録画で見た者の
比率を平均したものである。これによると、外国プロリーグを見た者はWカップ直前時よ
りも 1.5倍 (22.6%→33.9%) に増加している。一方、日本代表の国際親善試合については
1.3倍 (33.2%→43.8%) に増加している。これらの変化もWカップによるところが大きい
のではなかろうか。
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2000年12月 2002年5月 2002年7月 2003年1月
図8 Wカップヘの関心度
さらにWカップヘの関心を見ると、図 8に示すように2003年 1月時点でもかなり高く、
2000年12月時点をかなり越えている。なおこの数値は 7段階で関心の程度を聞いたものの
平均値で、 2002年12月と2002年5月では日韓Wカップ、 2002年7月と2003年1月ではドイ
ツWカップについての関心度である。この結果は明らかに日韓Wカップによるものであろ
゜
、う
2000年12月 2002年5月 2002年7月 2003年1月
図 9 Jリーグヘの関心度
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それでは Jリーグについての関心度は変化があったのであろうか。図 9にWカップと同
様に聞いたものを示す。 Wカップヘの関心度と比較すると明らかに低いけれども、 2003年
1月時点での関心度はWカップ直後と同じであり、 2000年12月、 Wカップ直前の2002年5
月を上回っている。この変化はWカップだけによるものではないけれども、その影響は否
定できないと思われる。
以上の学生調査の結果からすると、日韓Wカップは単に以後のWカップそのものだけへ
の影響に留まらず、外国プロリーグやJリーグまでサッカーに対する関心を高めたものと
考えられる。
3. Wカップによるサッカー人気の持続
今回の日韓Wカップについては、テレビ、新聞、ラジオといったマスメデイアのみなら
ず雑誌、本などさまざまなメデイアがこれを数ヶ月に渡って、繰り返し大々的に取り上げ
た。マコームス＆ショウが言うように、 Wカップは社会にとって重要な出来事になったの
である。このため、人々のWカップに対する関心は非常に高まった。このことは各種のデ
ータで明らかにした通りである。
それではこのWカップヘの関心がその後のサッカーに対する関心を高めたのであろうか。
この点を各種のデータを使って検討してきたが、すっかり Wカップ熱が冷めてしまってサ
ッカーに対する関心も以前に戻ってしまったことを示すものはなかった。むしろ以前より
も高まっていることを示唆するデータばかりであった。もちろん今回取り上げたデータの
なかには学生調査結果のように不十分なものも含まれている。また取り上げきれなかった
データもあろう。しかしながら Jリーグの入場者数や各種の視聴率がWカップ以降に増加
していることはW人気がサッカーに対する関心を押し上げ、現在に至っていると判断する
有力な根拠になっている。また学生調査データはこのことをさらに明確に示していると思
われる。
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